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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜

No.163 �   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

讃
え
る
言
葉
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こ
の
度
、
公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

皆
様
に
は
、
永
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
運
動
の
推
進
や
交
通

事
故
防
止
の
た
め
、
あ
る
い
は
地
域
に
お
け
る
子
供
と
高
齢
者

に
対
す
る
交
通
安
全
活
動
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
道
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、
一
昨
年
と
比

べ
て
15
人
減
少
の
１
６
９
人
と
な
り
、
12
年
連
続
で
全
国
ワ
ー

ス
ト
ワ
ン
を
回
避
す
る
と
と
も
に
、
最
も
死
者
数
の
多
か
っ
た

昭
和
46
年
の
８
８
９
人
の
５
分
の
１
以
下
に
ま
で
減
少
い
た
し

ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
皆
様
を
始
め
関
係
機
関
・
団
体
が
緊
密

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
交
通
安
全
運
動
に
真
摯
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
た
賜
で
あ
り
、
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
の
交
通
事
故
死
者
数
の
半
数
近
く
を

高
齢
者
が
占
め
て
い
る
こ
と
や
、
飲
酒
運
転
が
原
因
に
よ
る
死

亡
事
故
が
増
加
し
て
い
る
な
ど
、
課
題
も
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
一
体
と
な

り
、
悲
惨
な
交
通
事
故
が
一
件
で
も
減
少
す
る
よ
う
、
交
通
安

全
運
動
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
交

通
安
全
運
動
の
推
進
に
一
層
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言

葉
と
い
た
し
ま
す
。
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毎月 15 日は「道民交通安全の日」

振興局別表彰者数
北海道知事表彰 北海道交通安全推進委員会会長表彰

区分

振興局

社会貢献賞
善行賞 計

指
導
員
・

奉
仕
員

母
の
会

会　

員

一般表彰
計

個　人 団　体 個　人 団　体

空 知 0 0 8 8 21 3 2 0 26

石 狩 0 0 10 10 99 0 0 1 100

後 志 0 0 5 5 4 22 0 0 26

胆 振 2 0 5 7 3 9 0 0 12

日 高 0 0 2 2 4 0 0 0 4

渡 島 0 0 11 11 7 0 0 1 8

檜 山 0 0 5 5 8 2 0 0 10

上 川 1 1 10 12 12 3 0 0 15

留 萌 1 0 4 5 2 0 1 0 3

宗 谷 0 0 1 1 0 0 0 0 0

オホーツク 3 0 9 12 17 4 3 0 24

十 勝 0 0 5 5 2 0 0 1 3

釧 路 0 0 2 2 9 0 0 0 9

根 室 0 0 1 1 2 0 0 0 2

計 7 1 78 86 190 43 6 3 242

平成26年 都道府県別
交通事故死者数

ワースト10
順位 都道府県名 死者数

1 愛　知 204

2 神奈川 185

3 千　葉 182

3 兵　庫 182

5 埼　玉 173

6 東　京 172

7 北海道 169

8 福　岡 147

9 大　阪 143

9 静　岡 143

平
成
26
年
度
北
海
道
交
通
安
全 

�

功
労
者
等
表
彰
式

２
月
６
日
、
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札

幌
で
北
海
道
交
通
安
全
功
労
者
等
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
北
海
道
か
ら
は
高
井
修
副
知

事
、
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
か
ら

堰
八
義
博
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
永
年
に

わ
た
り
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
の

地
道
な
努
力
と
活
躍
に
対
し
て
、
感
謝
と

励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
北
海
道
知
事
表
彰
と
し
て
、

高
井
副
知
事
か
ら
北
海
道
社
会
貢
献
賞
を

７
名
１
団
体（
交
通
安
全
功
労
者
・
団
体
）

に
、
北
海
道
善
行
賞
が
78
名
（
交
通
安
全

実
践
者
）
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員

会
会
長
表
彰
と
し
て
、
堰
八
会
長
か
ら
交

通
安
全
指
導
員
・
交
通
安
全
奉
仕
員
表
彰

が
１
９
０
名
に
、
交
通
安
全
母
の
会
表
彰

が
43
名
に
、
交
通
安
全
一
般
表
彰
が
６

名
・
３
団
体
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
北
海
道
議
会
森
成
之

環
境
生
活
委
員
長
、
北
海
道
警
察
本
部
藤

井
祐
昭
交
通
部
長
か
ら
お
祝
い
の
ご
挨
拶

が
あ
り
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
北
海
道
社

会
貢
献
賞
を
受
賞
し
た
福
田
保
人
さ
ん
が

お
礼
の
言
葉
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
閉
会

し
ま
し
た
。
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平
成
27
年
全
国
交
通
安
全
運
動 

�

「
春
の
推
進
会
議
」

２
月
10
日
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
２
階

会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
27
年
の
交
通
安

全
運
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
北
海
道
、

北
海
道
警
察
等
、
交
通
安
全
関
係
団
体
の

担
当
者
が
集
ま
り
、
推
進
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
活
動
の
今
年
の
年
間
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
や
７
大
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
期
別
運
動
や
交
通
安
全
運
動
期
間
中

の
街
頭
啓
発
等
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
、

本
年
も
７
大
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
推
進
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
し
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心

な
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

早めから　つけるライトで　消える事故

実施期間 ５月11日（月）～５月20日（水）実施期間 ５月11日（月）～５月20日（水）

運動の
重点

「全道統一行動日」５月11日（月）セーフティコール 「交通事故死ゼロを目指す日」５月20日（水）

（～（11 ））（（ 水）水）（（水020）～月11日（月） ５ 20日（水）実施期間５月11日（月）～５月20日（水）
春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動平

成
27
年

❶子どもと高齢者の交通事故防止
❷自転車の安全利用の推進（特に、自転車安全利用五則の周知徹底）
❸全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
❹飲酒運転の根絶

1月
4500日▶置戸町
4000日▶京極町
3000日▶留寿都村、今金町
1000日▶新十津川町
  500日▶�蘭越町、長万部町、 

留萌市、斜里町、上士幌町

2月
2000日▶利尻町
1000日▶雄武町、士幌町、鹿追町
  700日▶長沼町
  500日▶�中富良野町、浜頓別町、

網走市、遠軽町、釧路町

3月（予定を含む）
1500日▶歌志内市、真狩村、
1000日▶鷹栖町、利尻富士町
  700日▶�黒松内町、登別市、 

奥尻町、本別町
  500日▶岩内町、福島町、遠別町

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 交 通 事 故 死 ゼ ロ 運 動 顕 彰 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

１月21日 今金町 3000日表彰 １月22日 京極町 4000日表彰 ２月５日 留寿都村 3000日表彰

新入学（園）期の安全旬間
平成27年４月６日（月）〜４月15日（水）
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外出は　明るい笑顔と　反射材

〈寄付金〉� （敬称略）
【交通安全運動支援資金】

■寄付（１口）　
住　所 団　体　名 金額（円）

１月 札幌市 吉野　三郎 250,000 

【交通遺児育英資金】
■寄付（３口）　

住　所 個人・団体名 金額（円）
12月 札幌市 植村　泰也 2,000

２月
札幌市 植村　泰也 2,000
今金町 瀧澤　忠一 1,000,000

■募金（６口）	 �
住　所 団　体　名 金額（円）

12月
札幌市 森サイクル 6,673

札幌市 ANAオープン
ゴルフトーナメント 500,000

１月

札幌市 小林豊子きもの学院
北海道本部・北海道講師会 300,000

むかわ町 鵡川ししゃもファミリー
駅伝大会実行委員会 27,468

札幌市 株式会社アペックス 8,392

２月 室蘭市 室蘭地方
中古自動車販売協会 20,000

〈一般募金〉�
■箱募金（59口）

団　体　名 金額（円）

12月
弟子屈地区交通安全協会 1,192
北海道銀行　札幌駅前支店 3,371
根室地区交通安全推進協議会 1,816

団　体　名 金額（円）

12月

札幌中央信用組合　本店営業部 1,522
札幌中央信用組合　北郷支店 5,319
枝幸町地域安全推進協議会 1,482
紋別地区交通安全協会 3,092
一般財団法人　
静内地区交通安全協会 1,184

紋別地区交通安全協会 31,218
松前地区交通安全協会連合会 4,000
富良野地方交通安全協会 1,900
えりも町交通安全推進委員会 2,778
江差地区交通安全協会連合会 1,011
北海道銀行　麻生支店 2,546
札幌西交通安全協会 2,554
千歳地区交通安全協会 2,131
札幌手稲交通安全協会 1,663
比布町交通安全推進委員会 2,597
稚内地区交通安全協会 4,523
美幌町交通安全推進委員会 1,173
砂川市交通安全推進委員会 2,349
小樽交通安全協会 11,628
新十津川町安全・安心推進協会 3,131
留萌地区交通安全推進協議会 2,604
今金町交通安全運動推進委員会 2,148
中標津地方交通安全協会連合会 13,911
江別地区交通安全協会 3,918
札幌信用金庫　光星支店 2,061
札幌中央信用組合　南郷支店 2,167
平取町交通安全推進委員会 22,033
檜山地区交通安全推進協議会 11,499
更別村生活安全推進協議会 1,162
美幌地区交通安全協会 7,118
美幌地区交通安全協会 10,000

団　体　名 金額（円）

12月

石狩市交通安全推進委員会 2,045
一般社団法人　
函館方面交通安全協会 3,000

北海道銀行　豊平支店 1,537
遠軽町安全安心まちづくり
協議会 9,841

稚内市交通安全推進委員会 1,155
釧路市交通安全運動推進委員会 1,496
新篠津村農業協同組合 2,314
赤平交通安全協会 5,464
津別町交通安全推進委員会 2,609
恵庭市交通安全運動推進委員会 4,300
一般社団法人　
苫小牧地区交通安全協会 3,400

石狩地区交通安全推進協議会 2,006
羽幌地区交通安全協会連合会 1,800
北海道銀行　鳥居前支店 3,822
札幌信用金庫　本店営業部 4,051
札幌信用金庫　琴似支店 1,131
北央信用組合　西野支店 2,306
浦河町交通安全推進協議会 3,163
札幌中央信用組合　発寒支店 2,439
一般社団法人　
伊達地区交通安全協会 3,843

仁木町交通安全推進委員会 4,660
苫前町交通安全推進協議会 1,201
札幌北交通安全協会 3,988
北斗市交通安全推進委員会 8,372

１月 オホーツク地区
交通安全推進協議会 1,328

皆様からのご支援、ありがとうございました。

１月18日
小林豊子きもの学院北海道本部・北海道講師会

1月27日
ANAオープンゴルフトーナメント

3月13日
今金町 瀧澤 忠一 様

平成 27 年度理事会・総会のお知らせ
平成27年度　公益社団法人北海道交通安全推進委員会　理事会・定時社員総会

日　時　�平成27年６月４日（木）　理事会：13時30分〜／総会：14時00分〜
場　所　�ホテルポールスター札幌　札幌市中央区北４条西６丁目　TEL：011-241-9111
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ルールむし　しん号むしは　わるいむし

岩
見
沢
市
は
、
北
海
道
空
知
地
方
の
南
部
、

石
狩
平
野
の
東
部
に
位
置
し
、
市
域
は
石
狩
川

左
岸
か
ら
夕
張
山
地
に
か
け
て
東
西
に
広
が
り
、

市
内
に
は
石
狩
川
に
合
流
す
る
支
流
が
数
多
く

流
れ
、
そ
の
た
め
橋
梁
の
数
も
北
海
道
第
四
位

の
多
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
有
数

の
豪
雪
地
帯
で
も
あ
り
、
１
シ
ー
ズ
ン
で
累
計

８
メ
ー
ト
ル
近
い
降
雪
量
に
な
り
ま
す
。

産
業
面
で
は
、
農
業
や
商
工
業
な
ど
第
一
次

産
業
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
農
業
は
稲
作
、
畑
作
が
中
心
で
、

米
、
玉
ね
ぎ
、
小
麦
、
白
菜
な
ど
道
内
有
数
の

産
地
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
映
画
「
ぶ
ど
う

の
な
み
だ
」
の
ロ
ケ
地
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

寒
暖
差
の
大
き
い
気
候
が
果
物
の
生
産
に
適
し
、

近
年
で
は
ワ
イ
ン
用
葡
萄
づ
く
り
も
盛
ん
で
、

工
業
は
、
計
７
つ
の
工
業
団
地
を
有
し
、
軽
工

業
が
中
心
で
中
で
も
食
品
加
工
業
は
全
体
の
約

三
分
の
一
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
業
に

お
い
て
は
、
大
規
模
・
中
規
模
商
業
施
設
が
数

多
く
あ
り
物
流
交
通
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
市
の
交
通
状
況
は
、
道
央
圏
に
お
け
る
陸

上
交
通
の
要
衝
と
し
て
位
置
し
、
国
道
12
号
を

は
じ
め
、
２
３
４
号
や
道
央
自
動
車
道
、
北
海

道
道
等
の
幹
線
道
路
が
多
く
交
通
量
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
市
内
の
交
通
事
故

発
生
件
数
は
、
約
１
４
０
件
前
後
で
推
移
し
て

お
り
、
こ
の
た
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通

安
全
意
識
を
高
め
、
交
通
道
徳
を
守
り
交
通
事

故
を
一
件
で
も
減
ら
す
努
力
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

交
通
安
全
啓
発
運
動

交
通
安
全
街
頭
啓
発
運
動
は
、
岩
見
沢
警
察

署
並
び
に
関
係
各
機
関
・
団
体
と
相
互
に
連
携

を
図
り
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
遵
守
と
マ
ナ
ー
を

啓
発
し
、
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目

的
に
４
期
40
日
の
期
別
運
動
に
取
り
組
み
実
施

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
、「
新
入
学
児
童
交
通
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に

お
い
て
、
市
内
15
か

所
あ
る
小
学
校
の
新

入
学
児
童
へ
ラ
ン
ド

セ
ル
カ
バ
ー
や
交
通

安
全
グ
ッ
ズ
な
ど
を

贈
呈
す
る
と
と
も
に
、

小
学
校
に
赴
き
直
接

新
入
学
児
童
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
黄
色
い
交
通
安

全
カ
バ
ー
や
各
交
通
安
全
団
体
手
作
り
の
マ
ス

コ
ッ
ト
を
直
接
装
着
し
て
交
通
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
願
い
を
込
め
呼
び
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
９
月
26

日
に
開
催
さ
れ
た
第

42
回
「
交
通
安
全
市

民
の
集
い
」
は
毎
年
、

秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
期
間
中
の
「
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
の

日
」
に
先
駆
け
、
各

関
係
機
関
・
団
体
に
加
え
市
民
の
参
加
を
い
た

だ
き
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
集
い
会

場
近
接
の
国
道
12
号

沿
線
に
お
い
て
約

２
０
０
人
が
道
行
く

ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ

と
り
に
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
「
旗
波
」

作
戦
を
行
う
な
ど
交

通
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
無
事
故

の
日
」
に
は
、
岩
見

沢
交
通
安
全
母
の
会

の
会
員
が
、
市
内
の

大
型
商
業
施
設
や
店

舗
前
で
街
頭
啓
発
を

行
い
チ
ラ
シ
や
夜
光

反
射
シ
ー
ル
を
配
布

す
る
な
ど
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を
行

い
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
育
の
推
進

岩
見
沢
市
で
は
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至
る

ま
で
、
年
齢
別
、
段
階
別
に
応
じ
た
交
通
安
全

教
育
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
25
年
度
の

交
通
安
全
教
室
の
実
績
（
平
成
26
年
１
月
末
現

在
）
は
、
保
育
園
・
幼
稚
園
や
小
学
校
、
中
学

校
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
で
、
延
べ
48
回
開
催
し
、

約
５
、７
０
０
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

特
に
幼
児
教
育
に
お
い
て
は
、
模
擬
信
号
機

な
ど
機
材
を
使
用
し
、

よ
り
実
践
的
な
指
導

を
行
い
交
通
状
況
に

対
応
し
た
安
全
教
育

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
で
は
、

児
童
・
生
徒
の
登
下

校
時
の
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
自
転
車
の
点
検

方
法
な
ど
正
し
い
乗
り
方
や
マ
ナ
ー
な
ど
の
習

得
に
よ
り
自
転
車
事
故
の
被
害
者
・
加
害
者
に

な
ら
な
い
よ
う
命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
警
察
署
職
員
を

招
い
て
高
齢
者
向
け
の
交
通
安
全
講
習
会
を
開

催
し
、
事
故
事
例
や
身
体
機
能
の
低
下
が
歩
行

時
や
運
転
者
と
し
て
の
交
通
行
動
に
及
ぼ
す
影

響
な
ど
を
学
び
、
夜
間
外
出
時
の
夜
光
反
射
材

の
装
着
や
乗
車
時
の
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

な
ど
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
交
通
ル
ー
ル

に
つ
い
て
の
再
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
、

快
適
な
岩
見
沢
市
を
目
指
し
て
、
交
通
安
全
啓

発
及
び
教
育
等
を
関
係
各
機
関
・
団
体
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
継
続
し
た
交
通
安
全
運
動
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
見
沢
市

（
空
知
総
合
振
興
局
）

①

交
通
事
故
の
な
い
安
全・安
心
で 

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

2014交通安全市民の集い

新入学児童事故防止キャンペーン
旗波作戦の実施

岩見沢交通安全母の会「無事故の日」啓発

幼児の青空交通安全教室
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思いやり　ゆとりは無事故へ　つづく道

当
町
で
は
、
平
成
24
年
12
月
19
日
の
早

朝
、
ワ
ゴ
ン
車
と
ト
ラ
ッ
ク
が
衝
突
し
２

名
の
方
が
亡
く
な
る
大
変
悲
惨
な
事
故
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
３
千
５
百
日
以
上

死
者
数
ゼ
ロ
が
続
い
て
い
た
だ
け
に
残
念

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
事
故
の
悲
惨
さ
を

改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
、
交
通
事
故
抑
止

へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
当
町
で
は
交
通
安
全
運
動
推
進

委
員
会
を
中
心
に
交
通
安
全
指
導
員
会
や

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
協
議
会
、
警
察
署
な
ど

と
連
携
し
て
毎
年
多
く
の
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
や
小
学
校
で
の
交

通
安
全
教
室
の
ほ
か
、
一
斉
パ
ト
ラ
イ
ト

作
戦
、
各
団
体
と
連
携
し
た
旗
の
波
街
頭

啓
発
、
実
際
に
国
道
通
行
車
両
を
停
車
さ

せ
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
事
故
防
止
メ
ッ
セ

ー
ジ
な
ど
を
配
布
す
る
街
頭
啓
発
活
動
等

の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
知
内
町
に

お
い
て
特
色
の
あ
る
取
り
組
み
を
幾
つ
か

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

独
居
老
人
家
庭
訪
問
事
業

当
町
の
特
徴
的
な
活
動
と
し
て
は
、
高

齢
者
事
故
防
止
対
策
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

町
内
の
70
歳
以
上
単
身
世
帯
を
対
象
に
、

全
世
帯
を
訪
問
し
て
夜
光
反
射
材
の
配
布

や
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
反

射
材
は
可
能
な
限
り
普
段
履
い
て
い
る
靴

へ
貼
り
付
け
て
く
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
１
８
３
世
帯
を
訪
問
し
、

事
故
防
止
を
呼
び
か
け
た
ほ
か
、
振
り
込

め
詐
欺
な
ど
の
被
害
防
止
対
策
も
併
せ
て

行
っ
て
い
ま
す
。

年
２
回
の
事
業
所
訪
問

町
内
44
事
業
所
を
対
象
に
、
事
業
所
ぐ

る
み
の
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
「
事
業

所
訪
問
」
を
年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。
ス

ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
や
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
特
に

12
月
の
実
施
時
に
は
、
飲
酒
運
転
撲
滅
を

目
標
に
掲
げ
実
施
し
て
い
ま
す
。

道
路
診
断
パ
ト
ロ
ー
ル

交
通
事
故
は
、
道
路
構
造
が
原
因
と
な

っ
た
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民

か
ら
改
善
の
要
望
や
日
々
の
巡
回
時
に
改

良
が
必
要
と
思
わ
れ
る
場
所
に
つ
い
て
、

年
に
一
度
、
警
察
署
や
道
路
管
理
者
な
ど

と
現
場
確
認
を
行
い
、
改
善
方
法
等
に
つ

い
て
協
議
し
、
各
道
路
管
理
者
等
に
改
善

要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。
改
善
箇
所
は

年
々
減
少
し
て
お
り
、
事
業
の
成
果
が
顕

著
に
表
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
動

当
町
に
お
け
る
交
通
事
故
発
生
件
数
は

近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
重

大
事
故
が
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

「
交
通
事
故
犠
牲
者
を
一
人
も
出
し
た
く

な
い
」
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
共
通
し
た

願
い
で
す
。
交
通
安
全
運
動
は
地
道
で
効

果
の
見
え
に
く
い
取
り
組
み
で
す
が
、
継

続
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
こ
れ
か
ら

も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

知
内
町

（
渡
島
総
合
振
興
局
）

②

特
色
の
あ
る
取
り
組
み
で

�
交
通
事
故
撲
滅
を
目
指
す
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横断は　いくつになっても　右左

地域交通安全実践活動ニュース
交通事故死ゼロに
� 留萌地区交通安全推進協議会
秋の全国交通安全運動を広く周知する

とともに、交通事故防止を図ることを目
的として、「平成26年交通死亡事故抑止
留萌管内総決起大会」を９月19日、留萌
合同庁舎１階道民ホールで開催しました。
参加機関等は、留萌振興局、北海道警

察旭川方面本部、管内各警察署、各市町
村、交通安全団体のほか、一般住民も参
加し、200名あまりが一堂に会しました。
主催者挨拶の後、留萌地区交通安全協

会連合会の中川会長が、高齢者の事故防
止や飲酒運転の根絶などの取組みについ
て大会決議文を読み上げ、秋の全国交通
安全運動を前に、交通事故の撲滅をめざ
した決意を皆が新たにしました。
なお、参加者全員による旗の波運動は、

残念ながら悪天候のため中止となりまし
た。

交通安全推進員の声

交
通
ル
ー
ル
と
思
い
や
る
心

交
通
安
全
推
進
員
を
拝
命
し
て
今
年
四
月

で
満
七
年
を
迎
え
ま
す
。
私
が
常
日
頃
車
を

運
転
、又
は
助
手
席
に
乗
車
し
て
い
て
思
う
こ

と
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
無
視
し
た
車
の
多
い
こ

と
で
す
。

私
は
、
札
幌
方
面
へ
月
（
夏
）
二
〜
三
回
中

山
峠
を
越
え
私
用
の
た
め（
孫
に
会
う
た
め
）

出
か
け
ま
す
。
時
と
し
て
美
笛
峠
も
超
え
ま

す
が
、
カ
ー
ブ
の
多
い
追
禁
車
線
や
ト
ン
ネ
ル

の
中
、下
り
坂
等
、無
謀
な
運
転
を
す
る
車
が

多
い
の
に
驚
き
ま
す
。
横
に
乗
っ
て
い
る
（
愚

妻
）
も
あ
き
れ
て
「
や
ぁ
ー
！
」
の
声
を
発
し

て
“
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
ね
”
の
一
言
で
す
。

市
街
地
等
で
路
地
か
ら
本
線
に
出
た
い
車

が
有
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
平
気
で
、
出
よ
う

と
す
る
車
の
前
を
塞
ぐ
よ
う
に
停
車
す
る
車

が
お
り
ま
す
。
少
し
の
思
い
や
り
で
出
よ
う

と
す
る
車
を
本
線
に
出
し
て
あ
げ
た
ら
い
い

の
に
な
あ
ー
と
思
う
こ
と
も
有
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
よ
う
な
経
験
を
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
が
感
じ
る
に
は
、

車
を
運
転
す
る
者
の
心
の
持
ち
方
に
有
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
ル
ー
ル

を
無
視
す
る
人
、
思
い
や
り
の
な
い
人
は
、
常

日
頃
追
い
詰
め
ら
れ
た
状
態
の
中
で
生
活
し

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
高
度
成

長
期
の
中
で
、
仕
事
の
能
力
は
向
上
し
て
も
、

「
心
の
教
育
」
を
疎
か
に
し
た
弊
害
が
い
ま
に

な
っ
て
現
れ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

古
今
東
西
自
己
中
心
的
な
人
は
居
る
も
の

で
す
が
、
文
明
が
発
達
し
た
今
、
人
々
の
心
の

教
育
が
必
要
に
感
じ
ま
す
。
そ
れ
は
幼
児
期

か
ら
繰
り
返
し
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
醸
成

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ル
ー
ル
を
守
る
、
思
い

や
る
心
を
共
育
（
と
も
に
育
む
）
す
る
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
古
書
に

「
穀
を
播
く
と
一
年
で
食
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

木
を
植
え
る
と
十
年
で
売
り
物
に
な
る
、
人

を
作
る（
道
理
を
わ
き
ま
え
た
人
）に
は
百
年

の
計
を
要
す
る
」
と
記
述
し
て
あ
り
ま
し
た
。

読
者
の
皆
さ
ん
、
人
作
り
は
時
間
と
根
気

が
必
要
で
す
が
、
今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
く
、

人
作
り
は
交
通
事
故
減
少
に
一
役
も
二
役
も

約
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
我
が
足
下

か
ら
我
が
子
、
孫
、
部
下
社
員
、
後
輩
、
同
僚
、

知
人
等
思
い
や
り
の
心
を
醸
成
す
る
よ
う
努

力
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

後志地区

武井　邦正

飲
酒
運
転
を
な
く
す
た
め
に�

～
交
通
安
全
運
動
の
大
切
さ

交
通
安
全
推
進
員
と
し
て
、
１
年

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

推
進
員
に
な
っ
て
か
ら
は
、
普
段

よ
り
交
通
死
亡
事
故
の
記
事
に
目

が
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
道

内
の
平
成
26
年
の
交
通
事
故
死
者

数
が
１
６
９
人
と
前
年
比
15
人
減

少
し
、
全
国
で
７
番
目
に
な
っ
た
こ

と
は
、
我
々
交
通
安
全
業
務
に
携
わ

る
者
と
し
て
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で

は
、
前
年
比
８
人
減
の
９
人
と
な
り
、

１
９
５
０
年
の
統
計
開
始
以
来
最

低
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
７
月
に
小

樽
市
海
水
浴
場
で
の
飲
酒
運
転
に
よ

る
３
人
が
死
亡
し
た
事
故
は
、
非
常

に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
新

聞
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
や

は
り
飲
酒
運
転
防
止
に
つ
い
て
は
、

「
飲
酒
で
の
運
転
は
絶
対
駄
目
だ
」
と

い
う
こ
と
を
根
気
よ
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
決

し
て
加
害
者
一
人
だ
け
の
責
任
で
は

な
く
、
周
り
の
人
達
の
責
任
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
後
日
、
海
の
家
で

手
伝
い
を
し
な
が
ら
酒
を
飲
ん
で
い

た
と
報
道
さ
れ
愕
然
と
し
ま
し
た
。

海
水
浴
場
を
管
理
す
る
人
達
は
、

「
運
転
す
る
人
に
は
絶
対
飲
酒
を
さ

せ
な
い
！
」
と
い
う
強
い
意
志
と
指

導
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

私
が
私
事
旅
行
の
途
中
寄
っ
た
、

余
市
町
の
ニ
ッ
カ
ウ
イ
ス
キ
ー
工
場

で
は
、
運
転
手
に
は
酒
を
提
供
し
な

い
と
の
説
明
が
あ
り
、
試
飲
す
る
と

き
に
は
運
転
手
を
確
認
し
、
大
き
な

黄
色
の
シ
ー
ル
を
胸
に
貼
ら
さ
れ
、

周
り
か
ら
も
運
転
手
で
あ
る
こ
と
が

一
目
で
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
海
水
浴
場
に
も
必
要

か
な
と
思
い
ま
し
た
。

取
り
締
ま
り
を
厳
し
く
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
色
々
創
意
工
夫
し
て
交

通
死
亡
事
故
を
な
く
す
努
力
を
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

オホーツク地区

重野　幸一
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ひとりでも　まもるよやくそく　みぎひだり

平成27年３月号　公益社団法人北海道交通安全推進委員会　札幌市中央区北５条西６丁目第二道通ビル６階　電話（011）221-6666　FAX（011）221-7873
　 URL: http://www.slowly.or.jp      e-mail: safety@slowly.or.jp

石狩地区..................................... 千歳市 オホーツク地区......................... 小清水町

「秋の輸送繁忙期交通安全運動」に合わせ、空知総合振興局
（山根康徳局長）は10月15日、16日の両日、スピードの出し
過ぎや居眠り防止、飲酒運転の根絶などを運動の重点目標とし
て掲げ、市内の国道12号の歩道100メートルに立って「交通
安全」と書かれた黄色い交通安全旗を掲げる「旗の波作戦」を
実施し、事故防止を呼びかけました。両日を合わせて計260人
の職員が街頭啓発をしました。

昨年９月、81歳の女性が道路横断中に乗用車にはねられ死
亡した事故の検証が同月末日、室蘭警察署の呼びかけで、室蘭
市、胆振地区交通安全推進協議会、地元町内会など約20人が
参加しておこなわれました。

参加者からの、「何故ここだけガードレールがないのか」、「街
路樹で見通しが悪い」といった意見を受けて、後日問題箇所が
改善されました。

空知地区��������������������������������������������������������岩見沢市 胆振地区�����������������������������������������������������������室蘭市

７月18日に「来道観光客交通死亡事故ゼロ作戦」として、
とかち帯広空港ロビーで、十勝観光協会、帯広警察署、帯広地
方交通安全協会及び帯広市の協力を得て、来道観光客に対し、
無事故で楽しく観光をしていただくために啓発を行うととも
に、空港周辺のレンタカー会社に、十勝観光・交通安全マップ
等を配付し、利用者に安全運転を呼びかけてもらうよう依頼し
ました。

11月８日、北見市交通安全市民運動推進委員会と北見市交
通安全母の会が毎年募集している交通安全の標語・ポスターの
入賞者の表彰式が行われました。

47回目となった昨年も、小中高等学校などの児童・生徒か
ら標語・ポスター合わせて1、568点の応募があり、この中か
ら、入賞した50人に表彰状のほか、入賞した標語とポスター
の描かれたカレンダーが贈られました。

十勝地区�����������������������������������������������������������帯広市オホーツク地区��������������������������������������������������北見市


